
 

 

 

～新緑の美しい季節がやってきました、やっと花粉から解放される方も多いのでは？～ 

 

 

渋川市こども発達相談室ニュース 2021年 5月号 

キーワードは「出来るだけ早く！！」 

来春に就学されるお子さんの就学先について悩まれている保護者の方もいらっしゃると思います。まだ５月だからとのんびり

構えていると適切なタイミングを逃しかねません（断言）。普通学級以外の就学先を考えた場合、通っている園の先生に相談し

たり、気になる学校の見学予約を入れたり、医療機関への受診や必要な発達検査を受ける等、今すぐに出来ることが色々あり

ます。 

お子さんによっては医療機関での診断や意見書等が必要になることがあり、医療機関への予約が直ぐに取れないことも予

想されるため早めの行動がカギになります。 

渋川市の場合、公立の園に通われている方は園長先生に就学について相談を、私立の園に通われている方は教育委員会

または当相談室にご連絡ください。また、渋川市特別支援学校をお考えの方は見学会が予定されておりますので HP等でご

確認ください。 

まずは相談、それから見学の予約という流れになりますが、学区の学校がどのような授業を行っているかを是非お子さんと

一緒に見学してください。 

お時間がありましたらご一読を、リタリコ発達ナビの記事です。 

障害のあるお子さんや発達の様子が気になるお子さんを持つ保護者の方にとって、小学校進学にあたり、お子さんの就学

先を選ぶことは、非常に大きな決断になるでしょう。通常級、通級、支援級、支援学校、どこに行くか、その決断を手助けし導い

てくれるのが就学相談です。このコラムでは就学相談の概要、それぞれの就学先の特徴、就学相談するときのポイントなどをご

紹介します。                                          ↓                                        

https://h-navi.jp/column/article/35025793 

みんな気になる「就学」について IN 渋川市 
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趣味／登山、スキー、自転車 

この４月に就学されたお子さんの保護者の皆様、ご入学おめでとうございます。 

入学して１カ月、お子さんの様子はいかがでしょうか。４月下旬頃から授業参観

等、保護者が学校へ行く機会があったかと思います。その際に担任の先生からお子

さんの様子を聞き、「椅子に座っていられない」「教室を出て行こうとしてしまう」と

か、朝お家でも「学校に行きたくない」「お腹が痛い」等とお子さんが訴えることはあ

りませんか？ 

これまでの環境と大きく変わり、時間の経過とともに戸惑いも大きくなっている可

能性があります。保護者の方においてはこのまま不登校になってしまうのではないか

といった不安や、欠席のためのお仕事の調整等、心配は尽きないですよね。 

当相談室ではこのようなご相談もお受けしています、お気軽にお電話ください。 

渋川市こども発達相談室 0279-25-7274 

就学後の気になるアレコレについて 


